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【昨日の市況概要】 公示仲値 109.39

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 109.38 1.1005 120.38 1.2929 0.6769
SYD-NY High 109.58 1.1018 120.58 1.2953 0.6779
SYD-NY Low 109.34 1.0999 120.34 1.2900 0.6759
NY 5:00 PM 109.53 1.1012 120.56 1.2914 0.6769

NY DOW - - 日本2年債 -0.180 2.00bp        
NASDAQ - - 日本10年債 -0.090 2.00bp        

S&P - - 米国2年債 - -
日経平均 23,409.14 ▲ 28.63 米国5年債 - -
TOPIX 1,708.06 ▲ 2.92 米国10年債 - -

ｼｶｺﾞ日経先物 - - 独10年債 -0.3630 1.05bp        
ﾛﾝﾄﾞﾝFT 7,416.43 ▲ 13.35 英10年債 0.6740 ▲0.10bp     

DAX 13,245.58 ▲ 41.49 豪10年債 0.9995 ▲4.85bp     
ﾊﾝｾﾝ指数 26,893.73 ▲ 60.27 USDJPY 1M Vol 4.45 ▲0.05%
上海総合 2,889.69 ▲ 13.50 USDJPY 3M Vol 5.15 0.03% 　

NY金 - - USDJPY 6M Vol 5.78 0.05%
WTI - - USDJPY 1M 25RR -0.85 Yen Call Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 - - EURJPY 3M Vol 5.56 ▲0.07%
ドルインデックス 98.32 ▲ 0.05 EURJPY 6M Vol 6.10 ▲0.04%
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【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

11月28日 19:00 欧 鉱工業信頼感指数 11月 -9.2 -9.1
19:00 欧 ｻｰﾋﾞｽ業信頼感指数 11月 9.3 8.8
19:00 欧 消費者信頼感・確報 11月 -7.2 -

【本日の予定】

Date Time Event 予想 前回

11月29日 08:50 日 鉱工業生産(前月比/前年比)・速報 10月 -2%/-5.2% 1.7%/1.3%
19:00 欧 失業率 10月 7.5% 7.5%
19:00 欧 CPI(前月比/前年比)・速報 11月 -0.4%/0.9% 0.1%/0.7%

11月30日 10:00 中 製造業PMI 11月 49.5 49.3
10:00 中 非製造業PMI 11月 53.1 52.8

【マーケット・インプレッション】 中国の報復措置に警戒

　

■今週のドル/円　見通し当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基
づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投
資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で
引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希
望する旨をお申し出ください。
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東京時間のｵｰﾌﾟﾝ前、ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領が香港人権法案に署名したことが伝わると、ﾄﾞﾙ円は109円半ばから下落し、109.38ﾚﾍﾞ
ﾙでｵｰﾌﾟﾝ。その後は動意薄く、109.40付近での小動き。中国側から香港人権法案に対する警告の報道があったが、相場
への影響は限定的となり、結局、109.48ﾚﾍﾞﾙで海外時間に渡った。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は､109.48ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡朝方､北朝鮮のﾐｻｲﾙ発射ﾍｯﾄﾞﾗｲﾝでﾘｽｸｵﾌの円買いが強まり109.37付近まで
売られるも､1日を通してﾄﾗﾝﾌﾟ大統領の香港法案署名を受けた人民元売りによるﾄﾞﾙ買いが続きじりじりと109.54ﾚﾍﾞﾙまで
上昇し引けた｡米感謝祭のﾄﾞﾙ休日で商いは閑散だった｡ﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙは､1.2944ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡昨晩に発表された総選挙予想
で与党保守党が過半数をとるとの結果を受け､ﾎﾟﾝﾄﾞは強く寄り付くも強いﾄﾞﾙにも押され勢いは続かず｡1.2900まで下落し
たところで反発し結局1.2906ﾚﾍﾞﾙで引けた｡
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昨日トランプ米大統領が「香港人権･民主主義法案」に署名し、同法案が成立した。これは香港に高度な自治を認める「一国

二制度」が機能しているかどうか、米政府が毎年検証することを義務付けるもので、香港で人権侵害を犯した人物に対する

米国への入国制限、香港への関税･ビザ発給優遇措置の見直しなどの制裁を科すことを規定している。ただし、規定された

制裁条項が実際に発動されれば香港に拠点を置く米企業への悪影響も必然であり、同法の成立は香港民主運動への支援

の象徴といった意味合いが強いと見られる。同法成立について中国外務省は「中国は必ず報復措置をとる」、また香港政府

からも「香港と米国の関係や利益を損なう」と猛反発が報じられているが、中国がどのような報復措置をとるのかについて具

体的な報道は出ていない。同法が米上下院で可決されてから、トランプ米大統領がこの法案にいつ署名するかには注目が

集まっていたが、米中貿易交渉が部分合意に向けて大詰めを迎えていたなかで署名が行われたことは多少サプライズで

あった。同法成立は貿易交渉の場にも悪影響を与えそうだが、トランプ米大統領は「外交に関する大統領権限行使を妨げら

れる可能性」があるため同法で定められた条項を履行しないことも示唆しており、また署名に際しては「習国家主席、中国･

香港市民への敬意をもって署名する」と述べ、トランプ大統領としては両国の決裂が決定的になることは避けたいと考えてい

るように見えた。中国側の報復がこれまでの貿易交渉を再び白紙に戻してしまうようなものになるのか、具体的内容に注視

するべきだと考える。マーケットは比較的落ち着いているが、9月以降ドル円の上昇トレンドは米中関係良化への期待が大き

く寄与していたことを考えれば、今後の展開次第では大きく反落する可能性もある。（谷舗）
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